
価値創造プロセス
富士フイルムグループは、投入した資本を生かし、イノベーションによる価値の創造によって、事業を通じた社会課題の解決と
事業プロセスにおける環境・社会への配慮を図ってきました。今後も社会と価値を共創しながら、サステナブル社会の実現に貢献していきます。

サステナブル社会の実現　Value from Innovation

VISION2030
中期経営計画

長期CSR計画　Sustainable Value Plan 2030

新たな価値の創出・社会課題の解決

イノベーションを創出

技術と技術を融合

ステークホルダーのニーズ・期待

重点分野 マテリアリティ ▶ P33

環境 生活健康 働き方

事業ポートフォリオを最適化
4つのセグメント

経営基盤

グループパーパス
「地球上の笑顔の回数を増やしていく。」

資源の効率的な活用

※1 2022年度（末）の実績値　※2 2024年8月末時点
注） 特記のないものは2023年度（末）の実績値
★第三者保証を受けた項目

投入資本 ステークホルダーへの創出価値とキーインパクト

革新的製品・ソリューションを通じた課題解決

お客さま

コーポレート・ガバナンス ▶ P84イノベーション ▶ P61

ヘルスケア
▶ P43

エレクトロ
ニクス
▶ P47

ビジネス
イノベーション

▶ P50

イメージング
▶ P52

自然資本 ● エネルギー使用量
● 総取水量★

18,447TJ
41.8百万㎥

イノベーションを生み出し続ける生産力

製造資本 ● 生産子会社
● 設備投資

70社
4,221億円

グローバルでの多様な人材

人的資本
● グループ従業員数★

● DX関連研修受講者数 （延べ）
● 海外従業員比率
● ＋STORY LIVE参加者数（延べ）

72,254名
96,102名
50.4%

29,246名※2

先進・独自技術とブランド認知

知的資本

● 基盤技術・コア技術
● 特許保有件数
● 意匠保有件数
● 商標保有件数
● 世界における高いブランド認知度

21技術
53,922件
3,985件
7,308件
95％※1

安定した財務基盤

財務資本
● 株主資本
● 有利子負債
● スタンダード＆プアーズ（S＆P）格付

3兆1,692億円
5,028億円
A＋安定的

グローバルネットワーク
社会関係
資本 ● 連結子会社数

（販売子会社と生産子会社を含む） 272社

脱炭素・
資源循環の
促進

環境

予防・診断・
治療を通じた
健康寿命の
延伸

健康

デジタル技術
による

安心・安全な
社会の実現

生活

働きがいに
つながる
環境づくり

中長期の
リスク・機会と
マテリアリティ
▶ P.34-37

働き方

● 顧客満足度調査結果 87.3%※3

● Green Value Products　売上比
※3 5段階評価し、上位2つを選んだ顧客の割合

※5 2024年8月末時点

※4 2024年6月末基準（10年利回り）

28%

生産性向上と創造性発揮による働きがい向上

従業員

● エンゲージメントスコア 80%
● 研修費用・時間（一人当たり）★ 約5.2万円／約13時間

事業機会創出の最大化とリスクの最小化

取引先/パートナー

● サステナビリティセルフチェック90%以上適合率 69%
● オープンイノベーションを通じた製品、ソリューション開発
延べ5,300社以上、約27,000人のお客様に対応

社会・環境課題解決に向けた協働
▶ P32 ステークホルダーの期待への対応

行政・業界団体、NGO/NPO

資本収益性向上による投資収益の最大化

株主・投資家

● ROE ● TSR※48.2％ 299.5%
● 配当性向/DOE 24.7／2.0%

安心・安全で持続性のある社会の実現

地域社会、将来世代

● NURA 拠点数※5 7拠点
● 富士フイルム・グリーンファンドへの新たな拠出 総額10億円
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